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Robocopy.exe
Robust File Copy Utility
Version XP010

Robocopyは，ファイルをコピーする32ビットコマンドラインツールです。このツールは，1台のコンピュータの中で，あるいはネットワーク上の別々の場所でディレクトリ構造のコピーをとるのに便利です。Robocopyは，マイクロソフトWindowsリソースキットに含まれます。
重要
Robocopy version XP010 は Microsoft® Windows® Server 2003, Microsoft® Windows® XP, Microsoft® Windows® 2000, or Microsoft® Windows NT® version 4.0.上で実行できます。
Robocopyを使って，一つのディレクトリをコピーしたり，ディレクトリとそのサブディレクトリを再帰的にコピーしたりすることができます。Robocopyはファイルやフォルダが転送元ディレクトリに存在するのか，転送先ディレクトリに存在するのか，もしくは両方に存在するかによって，ファイルをクラス分けします。両方に存在する場合，Robocopyは，ファイルを転送元ファイルと対応する転送先のファイルの間でタイムスタンプとファイルサイズを比較することによってさらにクラス分けします。ファイルのどのクラスをコピーするかを制御できます。
ファイルが転送元と転送先の両方に存在する場合，デフォルトでは2つのファイルのタイムスタンプまたはサイズが異なる場合だけファイルはコピーされます。転送元と転送先の間のネットワークが遅い場合には時間の節約になります。コピーに失敗した場合に再開するように指示することも出来ます。そして，それはネットワーク障害が発生したときに，より多くの時を節約します。
Robocopyは以下のことをすることができます。

· コピーの対象として転送先のファイルを取捨選択するために，ファイル名，ワイルドカード文字，パス，ファイル属性を使うこと。

· ファイル名やパスによって，ディレクトリを除外すること。

· コピーした後に転送元のファイルとディレクトリを削除すること。（つまり，コピーではなく移動すること）

· 転送元の中に存在しない転送先のファイルとディレクトリを削除すること。

· プログラムが修復可能なネットワークエラーに遭遇した後に再実行を試みる回数をコントロールすること。

· コピージョブが自動的に走るようにスケジューリングすること。

· コピーがいつ実行されるかを指定すること。
· ディレクトリツリーの変化をモニタリングすること。
· 選択的に，ファイルデータをコピーすること。
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Version XP010の新機能
RobocopyバージョンXP010は，いくつかの強化を含みます。たとえば，次のことをすることができます
(
ジャンクション（ボリュームマウントポイントとディレクトリリンク）のコピー。転送元と転送先が違うマシンの場合には，転送先で転送元と等価のジャンクションをつくることができない場合がありますので，デフォルトでは通常のディレクトリとしてコピーされます。ですから，ボリュームマウントポイントを含むツリーをコピーすると，予想以上のデータ量になってしまうことがあります。ジャンクションのコピーをスキップしたい場合は，/XJオプションを使います。

(
より多くのファイル属性に対応。
R, A, S, H の属性に加えて
/XA と /IA スイッチには次の属性が指定できます。
C – 圧縮ファイル
N –非インデックス対象属性ファイル
E – 暗号化ファイル
T – テンポラリファイル
O – オフラインファイル
/A+ と /A- スイッチには愚痴の属性を指定，変更できます。
N –非インデックス対象属性ファイル
T – テンポラリファイル
(
アクセス日時を元にしてファイルを選択すること。
/MAXLAD:n nよりも前のアクセス日時のファイルを除外する
/MINLAD:n nよりも後のアクセス日時のファイルを除外する
n < 1900の場合は，n は日数。
n >= 1900の場合は，nはYYYYMMDD形式の日付
(
新しいファイルクラス“Tweaked”ファイルのコピー
“Tweaked”ファイルを処理するには /IT を使います。

Tweakedファイルは，転送元と転送先両方に存在しサイズもタイムスタンプも同じだが，ファイル属性だけが異なるものです。

ファイルクラスに関する詳細な情報は，「Robocopy ファイルクラスを使う」を参照してください。
(
長いパス名（256文字以上）のコピー。
Robocopyの前のバージョンは，256文字より長いパス名をコピーすることができませんでした。Windowsの制限（およそ32,000文字以下）まで，どんな長いパス名でも取り扱うことができるよう強化されました。
(
大きなサイズがコピーされた時に正しいデータ量を表示する。
Robocopyの前のバージョンは32ビットカウンターを使用していたので，2ギガバイト以上のデータが処理されたとき桁あふれしてしまい，サマリに誤った内容を出力していました。このバージョンは，この問題を避けるために，64ビットカウンターを使用しています。
(
より簡単に，エラーとネットワークエラーを関連づける。
コミュニケーション問題を突きとめる助けになるために，エラーが発生した日付と時間を表示します。
(
より速く確実なコピーエラーからの復旧。
このバージョンではコピーしている最中のファイルの転送先ファイルのタイムスタンプは1980年1月になっています。そのため，新しいファイルのコピーが中断されて，再び行われたとき，転送先のファイルは転送元ファイルより古いので，正しくコピーされます。
(
バックアップモードのファイルコピー。
/B スイッチを使ってバックアップモードですべてのファイルをコピーします。/ZB スイッチは，再起動可能モード（より強い復元力のために）でコピーしようとします。そしてそれに「アクセスが拒否されました」エラーでコピーが失敗した場合には，自動的にバックアップモードに切り替わります。
Note
/B または /ZB.を使ってバックアップモードでファイルをコピーするためには，バックアップと復元の特権を持っている必要があります。 

Note
バックアップモードでのコピーは再起動可能ではありませんが，それによって，通常ユーザとしてコピーできないファイルを”Backup Operator”としてコピーできます。
(
Robocopyジョブ（.RCJ）ファイルを使う。
/SAVE:job スイッチでパラメータをジョブファイルに保存する。
/JOB:job スイッチで一つ以上のジョブファイルからパラメータを得る。
ジョブファイルを編集するには /JOB:job スイッチと /SAVE:job スイッチを一緒に使います。
/QUIT でコマンドライン引数の解釈だけを実行し処理を終了します。
/JOB:job と /QUIT を一緒に使うとジョブファイルの内容を表示します。
/NOSD 転送元ディレクトリのないジョブテンプレートをつくります。
/NODD 転送先ディレクトリのないジョブテンプレートをつくります。
ジョブファイル，手で編集されることもできる単純なテキストファイルです。

詳細は，「ジョブファイル」を参照してください。
(
転送元ディレクトリツリーの変化をモニタし，変化が発生したらコピーします。
/MON:n コピーが再度始まるまでに発生するべき変更の回数を指定します。
/MOT:m コピーが再度始まるまでに必要な時間を分単位で指定します。 

どちから一方のみを指定した場合は，他の値は1になります。
モニタリングが指定された場合，Robocopyは決して終わりません。n回の変更が発生しm分が経過したらコピーし，それから再び転送元ディレクトリツリーの変化をモニタするループに入ります。
ユーザが手でRobocopyプロセスを終了するまで，コピーしてモニタするこの過程は無限に繰り返されます。
詳細は，「モニタリング」を参照してください。
(
帯域幅の使い方をコントロールする
/RH:hhmm-hhmm コピーを実行する時間帯を指定します。
実行時間帯が指定されると，ローカルシステム時間が指定された時間帯にある間だけコピーが開始されます。
/PF スイッチが指定された場合には，ファイル単位で実行時間をチェックします。
デフォルトでは処理単位でチェックします。
/IPG:n スイッチは，インターパケットギャップをnミリ秒単位で指定します。 

ファイルデータを64k単位のブロックを転送する毎に，指定された時間スリープします。遅い接続での帯域幅を解放する場合に利用できます。
詳細は，「帯域幅の使い方をコントロールする」を参照してください。
(
コピーするためのよりきめ細かな制御を実現。
(
NTFS ファイルの所有権情報のコピー。と 

(
NTFS ファイルの監査情報のコピー
/COPY:[D][A][T][S][O][U] 何をコピーするかを指定します。
上記のフラグは，D（データ），A（属性），T（タイムスタンプ），S（NTFSのセキュリティ情報），O（NTFSの所有情報），U（NTFS管理情報）です。
/COPYALL すべての情報をコピーします（/COPY:DATSOU)と同じ）。
/NOCOPY なにもコピーしません（/PURGEスイッチと一緒に使うと便利です）
デフォルトは /COPY:DATです。/SEC が指定されている場合は/COPY:DATS です。
Note
ファイルのデータがコピーされた場合は，タイムスタンプもコピーされます。
Note
/TIMFIX と /SECFIX はサポートされなくなりました。これらのスイッチを使用しているスクリプトがある場合は，その代わりに/COPY: を使って修正する必要があります。元の/TIMFIX は/COPY:T に，/SECFIX.はCOPY:S に変更します。
Note
/COPYALL や /COPY:U を使って監査情報をコピーするには，”Manage Audit Logs” 特権を持っている必要があります。 

(
ログ出力内容のコントロール。
/TS (Time Stamps) 出力に転送元ファイルのタイムスタンプを含む。
/FP (Full Paths) 出力にフルパス名を含む。
/NC (No Classes) 出力にファイルクラスを出力しない。
/NS (No Sizes) ファイルやディレクトリのサイズを出力しない。
/NFL (No File List) ファイル名の出力を抑制する。 

/NDL (No Directory List) ディレクトリ名の出力を抑制する。
/NJH (No Job Header) ジョブヘッダの出力を抑制する。
/NJS (No Job Summary) ジョブサマリの出力を抑制する。
Note
/NFL が指定されていてもファイルのコピー失敗は記録されます。
Note
If /NDL is used on its own, log files will contain fewer lines, but may use more disk space, as full pathnames of files will be logged instead of simple names. /NDL が単独で指定された場合，単純なファイル名の代わりにフルパス名が記録されるため，ログファイルの行数は減りますが，より多くのディスク容量を消費する可能性があります。
(
ログをコンソールとログファイルに同時に出力する。
/LOG or /LOG+.によって指定されたログファイルと同時に画面にもログを出力するように指定するには /TEE スイッチを使います。これによりフルログがディスクのログファイルに記録されている間に，画面上のコンソールウィンドウで進捗状況をモニタすることができます。
コマンドラインリファレンス
Robocopyを実行するには，コマンドプロンプトで次の文法を使います。
ROBOCOPY source destination [file [file]...] [options]

各引数は次の表の通りです。
	引数
	意味
	コメント

	

	source 
	転送元ディレクトリ
	drive:\path や \\server\share\pathYが使用できます。

	destination 
	転送先ディレクトリ
	drive:\path や \\server\share\pathYが使用できます。

	file
	処理対象となるファイル名
	ワイルドカード文字 (? and *)が使えます。指定されたなかった場合はデフォルトで全てのファイル (*.*)となります。

	options
	コマンドラインオプション
	利用できるオプションは，後述します。


Tip

コマンドプロンプトで簡単な使用法を見るには，コマンドラインオプションをなにも指定せずにROBOCOPYを実行してください。
次の表はRobocopyで使用できるコマンドラインオプションを定義します。
	スイッチ
	機能

	

	/S
	サブディレクトリもコピーする。（空のものは除く）

	/E
	サブディレクトリもコピーする。（空のものも含む）

	/LEV:n
	転送元ディレクトリツリーの上位nレベルのみをコピーする。

	/Z
	再起動可能モード（エラー時点からコピープロセスを再開できるモード）でコピーする。

	/B
	バックアップモード（バックアップコピーは再起動可能ではありませんが，再起動可能モードではコピーできないファイルがあります）でコピーする。

	/ZB
	再起動可能モードでコピーを試行し，「アクセスが拒否されました」エラーが発生したら自動的にバックアップモードに切り替える。

	/COPY:copyflags
	copyflags で指定されたファイル情報をコピーします。copyflags は次のフラグの組み合わせです。
D – ファイルのデータ

S – セキュリティ情報（NTFSの ACL）
A – ファイルの属性      O – 所有者情報
T – タイムスタンプ      U – 監査情報
セキュリティ情報，所有者情報，監査情報をコピーするには，転送元と転送先両方のボリュームがNTFSである必要があります。
このスイッチが指定されなかった場合のデフォルト値は/COPY:DAT です。/SECが指定されていれば /COPY:DATSです。

	/COPYALL
	すべての情報をコピーします。/COPY:DATSOUと等価です。

	/NOCOPY
	何もコピーしません。/PURGE スイッチと一緒に使うと便利です。

	/SEC
	セキュリティ情報もコピーします。（転送元と転送先両方のボリュームがNTFSである必要があります）/COPY:DATSと等価です。

	/MOV
	ファイルを移動します。（転送元ファイルをコピー後に削除するということです）

	/MOVE
	ファイルとディレクトリを移動します。（転送元ファイルとディレクトリをコピー後に削除するということです）

	/PURGE
	転送元に存在しない転送先のファイルとディレクトリを削除します。

	/MIR
	ディレクトリツリーをミラーリングします。（/E と/PURGE の両方を指定したのと等価です）

	/A+:{R|A|S|H|N|T}
	コピーされたファイルの指定された属性をセットします。
次の属性をセットすることが出来ます。
R – 読み取り専用         S – システム
N –非インデックス対象属性   A – アーカイブ
H – 隠しファイル         T – テンポラリファイル

	/A-:{R|A|S|H|N|T}
	コピーされたファイルの指定された属性をオフにします。
R – 読み取り専用         S – システム

N –非インデックス対象属性   A – アーカイブ

H – 隠しファイル         T – テンポラリファイル

	/CREATE
	サイズ0のファイルをだけを含んだディレクトリツリーを作成します。（つまりファイルのデータはコピーしません）

	/FAT 
	転送先のファイル名を，8.3のFATファイル名で作成します。

	/FFT
	FATタイムスタンプ（2秒の精度）であると見なします。NTFSであると名乗っているものの，タイムスタンプに2秒の精度しかないサードパーティ製のファイルシステムをコピーするときに使います。

	/MON:n
	転送元ディレクトリツリーの変更をモニタして，n 回の変更が発生したらコピーを開始します。コピー動作間の最小時間間隔は /MOT で指定します。

	/MOT:n
	転送元ディレクトリツリーの変更をモニタして，前回のコピーから，n 分経過したらコピーを開始します。変更が発生した最小回数は /MON で指定します。

	/RH:hhmm-hhmm
	あたらしいコピープロセスを開始しても良い時間帯を定義します。コピーを特定の時間帯に制限するのに使います。両方の値は24時間表示の時間で，0000 から 2359 の間でなければなりません。

	/PF
	新しいコピープロセスを開始できるかどうかをより頻繁に（処理単位ではなくファイル単位で）チェックをします。実行可能時間帯の終わりにより早くコピープロセスを終わらせるときに使います。

	/IPG:n
	ファイルデータの64K単位のブロックをコピーするたびに，n ミリ秒のインターバルをはさみます。遅い回線の帯域を解放するのに役立ちます。

	/IA:{R|A|S|H|C|N|E|T|O}
	指定した属性のファイルをコピー対象に含みます。
次の属性を指定できます。
R – 読み取り専用    A – アーカイブ   S – システム 

H –隠しファイル C – 圧縮    N –非インデックス対象
E – 暗号化    T – テンポラリ       O – オフライン

	/XA:{R|A|S|H|C|N|E|T|O}
	指定した属性のファイルをコピー対象から除外する。
次の属性を指定できます。
R – 読み取り専用    A – アーカイブ   S – システム 

H –隠しファイル C – 圧縮    N –非インデックス対象
E – 暗号化    T – テンポラリ       O – オフライン

	/A
	アーカイブ属性がセットされているファイルのみをコピーします。

	/M
	アーカイブ属性がセットされているファイルのみをコピーし，転送元ファイルのアーカイブ属性をオフにします。

	/XJ
	ジャンクションポイントを除外します。

	/XF file [file]
	指定した名前（パス名，ワイルドカード）のファイルをコピー対象から除外します。

	/XD dir [dir]
	指定した名前（パス名，ワイルドカード）のディレクトリをコピー対象から除外します。

	/XC 
	“Changed”に分類されたファイルをコピー対象から除外します。

	/XN 
	“Newer” に分類されたファイルをコピー対象から除外します。

	/XO 
	“Older” に分類されたファイルをコピー対象から除外します。

	/XX 
	“Extra” に分類されたファイルをコピー対象から除外します。

	/XL 
	“Lonely” に分類されたファイルをコピー対象から除外します。

	/IS 
	“Same” に分類されたファイルをコピー対象に含めます。

	/IT
	“Tweaked” に分類されたファイルをコピー対象に含めます。

	/MAX:n
	n バイトを超えるサイズのファイルをコピー対象から除外します。

	/MIN:n
	n バイトより小さいサイズのファイルをコピー対象から除外します。

	/MAXAGE:n
	最終更新日が，n 日以前であるか，指定された日付より古いファイルをコピー対象から除外します。n が1900未満の場合は，n は日数を表し，そうでない場合は，YYYYMMDD 形式の日付を表します。

	/MINAGE:n
	最終更新日が，n 日以後であるか，指定された日付より新しいファイルをコピー対象から除外します。n が1900未満の場合は，n は日数を表し，そうでない場合は，YYYYMMDD 形式の日付を表します。

	/MAXLAD:n
	アクセス日時が，n 日以前であるか，指定された日付より古いファイルをコピー対象から除外します。n が1900未満の場合は，n は日数を表し，そうでない場合は，YYYYMMDD 形式の日付を表します。

	/MINLAD:n
	アクセス日時が，n 日以後であるか，指定された日付より新しいファイルをコピー対象から除外します。n が1900未満の場合は，n は日数を表し，そうでない場合は，YYYYMMDD 形式の日付を表します。

	/R:n
	コピーに失敗した時にリトライする回数を指定します。（デフォルトは1,000,000回です）

	/W:n
	リトライの時間間隔を指定します。（デフォルトは30分です）

	/REG
	/R:n と /W:n で指定した値をデフォルト値としてレジストリに書き込みます。

	/TBD
	「ネットワーク名が見つかりません」エラーが発生したときに，共有名が定義されるのを待ちます。

	/L 
	コピー（削除やタイムスタンプの変更なども）せずにファイルをリストアップします。

	/X 
	“Extra”に分類されたファイル（選択されていないファイルを含みます）をすべて表示します。

	/V 
	スキップしたファイル名も表示するようにします。

	/TS 
	転送元ファイルのタイムスタンプも表示します。

	/FP 
	フルパス名を出力します。

	/NC 
	ファイルクラスの出力を抑制します。

	/NS 
	ファイルとディレクトリの作図の表示を抑制します。

	/NDL 
	ディレクトリ名を表示しないようにします。/NDL が指定されるとファイルのフルパス名が表示されるようになります。

	/NFL 
	ファイル名を表示しないようにします。/NFLを指定しても，コピーエラーが発生したときには，ファイル名は表示されます。

	/NJH
	ジョブヘッダを表示しないようにします。

	/NJS
	ジョブサマリを表示しないようにします。

	/NP 
	(% copied)という進捗表示をしないようにします。

	/ETA 
	ファイルコピーが完了する推定時間を表示します。

	/LOG:file
	ログ出力を指定したファイルにリダイレクトします。ファイルが既に存在する場合には上書きします。

	/LOG+:file
	ログ出力を指定したファイルにリダイレクトします。ファイルが既に存在する場合には追加書き込みします。

	/TEE
	LOG や /LOG+で指定したログファイルに加えて，コンソールにもログを表示します。.

	/JOB:job
	jobで指定されたジョブファイルからパラメータを読み込みます。

	/SAVE:job
	jobで指定されたジョブファイルに現在のパラメータ競ってイングを書き込みます。

	/QUIT
	コマンドラインの解釈をしただけで処理を終了します。ファイルはコピーされません。/QUIT を /JOB と一緒に使うとジョブファイルの内容を表示することが出来ます。

	/NOSD
	転送元ディレクトリは指定されていないことを宣言します。転送元が実行時に指定されるテンプレートジョブで使うと便利です。

	/NODD
	転送先ディレクトリは指定されていないことを宣言します。転送先が実行時に指定されるテンプレートジョブで使うと便利です。

	/IF
	指定された名前（またはパス，ワイルドカード）のファイルをインクルードします。ジョブファイルの中でのみ使われます。

	/SD:path
	転送元ディレクトリを指定します。ジョブファイルの中でのみ使われます。

	/DD:path
	転送先ディレクトリを指定します。ジョブファイルの中でのみ使われます。


使用法メモ
以下のセクションは，Robocopyをあなたのニーズにマッチするように手直しするためにコマンドラインオプションを使用することについての詳細を提供します。
互換性
このバージョンの Robocopy はMicrosoft Windows XPで開発・テストされました。
したがって，このバージョンの Robocopy のプラットフォームとして最低限推奨されるOSは， therefore Microsoft Windows XP または Microsoft Windows Server 2003です。
Robocopyは，標準的な，公的に文書化されたWin32 APIだけを使用しています。たとえば，ファイルをコピーするのにCopyFileEx()を使い，ディレクトリを読むためにFindFirstFile()とFindNextFile()を使います。理論的には，RobocopyはこれらのAPIをサポートするどんなOS上（例えばWindows NT4.0やWindows 2000）ででも動作します。
しかし，Windows NT4.0またはWindows 2000上でこのバージョンのRobocopyを実行する場合は，これらのプラットフォームでは一部のテストだけしか実行されていないのでご注意ください，Robocopyの理論的動作と実際の動作結果が異なることがあるかもしれません。
Note
RobocopyはWin32 APIのCopyFileEx()を使っているので，Windows NT 3.1, Windows NT 3.5x, Windows 95, Windows 98, Windows ME上では実行できません。.

UNIXスタイルでRobocopyを使う
UNIXスタイル（たとえば「/ETA」の代わりに「-ETA」）で，すべてのRobocopyスイッチを指定することができます。Windowsの標準デリミタ（\）のかわりにUNIXデリミタ（/）を使って転送元と転送先ディレクトリパスを指定することもできます。

唯一の規制は，スラッシュ(/)で始まる引数は，一つのスラッシュだけを含むならばそれをスイッチとして扱います。言い換えると，「/dir」はスイッチとみなされますが，「//server/share/dir」や「/download/test」は，パスとみなされます。

これは，スイッチとドライブのルートへの切り替えが混同されます。引数としてルートのディレクトリを指定するためは，そのパスの他の表現式（例えば"X:/dir" または "//server/C$/dir"）を使用しなければなりません。

ディレクトリツリーを処理する
デフォルトでは，Robocopyはコマンドラインで指定される一つの転送元ディレクトリだけを処理します。サブディレクトリを含む全ディレクトリツリーを処理するためには，/Sまたは/Eを使います。コピー対象を転送元ディレクトリツリーの上位nレベルだけに制限するには/LEV：nを使います。

たとえば，/LEV:2と指定するとはRobocopyがトップ2つのディレクトリレベル（すなわち転送元のルートディレクトリとルート直下のすべてのディレクトリ）だけを処理します。根直下のサブディレクトリは，スキップされません。

デフォルトでRobocopyは長さ最高ほぼ32,000文字ファイルとディレクトリパス名を取り扱います。なんらかの理由で非常に長いパス名に対するサポートを抑制したいならば，/256スイッチを使います。これは，Robocopyが通常のパス名規則から最大パス名長256文字に戻るようにします。

/256スイッチが使われ，256文字より長いパス名に遭遇した場合，非常に長いパス名にで実行されている操作に依存する，以下のエラーのうちの1つが発生するかもしれません
ファイル名，ディレクトリ名またはボリュームラベルの文法が正しくない

システムはファイルを特定できない

ファイル名または拡張子が長すぎる

ディレクトリツリーを探査している間，RobocopyはファイルシステムでJunctionsに遭遇するかもしれません。これらはMOUNTVOL命令を使ってつくられるボリュームマウントポイントやLINKD命令でつくられたディレクトリリンクであるかもしれません。

転送元と転送先が違うマシンで，そのジャンクションのターゲットボリューム（あるいはディレクトリ）が，転送先には存在しないような場合などでは，Robocopyは転送先でJunctionをレプリケートできないかもしれないので，転送先で同じ名前の通常のディレクトリをつくることによって転送元のJunctionsを取り扱います。

このような仕組みなので，転送元ディレクトリツリーにボリュームマウントポイントがある場合，予想外に大きなデータ量がコピーされてしまうことがあることに注意すべきです。

上記の処理からジャンクションを外すための/XJスイッチを指定することで，ジャンクションの処理を抑制できます。/XJはジャンクションをスキップします。

コピーに失敗したときのリトライ
コピーが失敗してエラーで戻ってきたとき，それが成功するかリトライ上限数（デフォルト1,000,000回）に到達するまで，Robocopyはしばらく（デフォルト30秒）待ってリトライします。
リトライのデフォルトパラメータを変更する
/W:nスイッチを使ってリトライまでの待機時間（秒）を変更できます。nは整数値で，リトライまでにウェイト入れない場合は0を指定できます。同様に，/R:nスイッチを使ってリトライ上限数を変更できます。/Wや/Rに不正な値が指定された場合はデフォルト値が採用されます。
デフォルトのリトライパラメータを変更するためには，/REGスイッチをデフォルト値以外の値を指定した正しい/Wや/Rスイッチと使います。/REGが指定された場合/Wや/Rに指定された値をレジストリに保存します。今後/Wや/Rが指定されていないときに使われるデフォルト値として使われるようになります。保存されたセッティング以外の値を指定したい場合は，/Wや/Rを指定できます。
「ネットワーク名が見つかりません」エラーのハンドリング
Robocopyは，すべての失敗したオペレーションを自動的にリトライするというわけではありません。いくつかのオペレーションにおける，経験的にリトライが無駄だと思われる特定のエラーはリトライされません。たとえば「ネットワーク名が見つかりません」エラーは通常，リモートコンピュータは存在するが，指定された共有名がないことを示します。リモートコンピュータで手作業で適当な共有名をつくることを要求されるので，このエラーは，通常，リトライ無しにエラーとなります。

しかし若干の状況では，これは望ましいアクションでないかもしれません。たとえば，ある環境を提供しているソフトウェアにおいて，共有名を削除して，共有の内容を更新して，共有名を再定義するといったことは，一般的です。このシナリオでは，Robocopyが「ネットワーク名が見つかりません」エラーに遭遇した場合に，コピー操作をリトライするように，/TBDスイッチを使うことが出来ます。
失敗の時点から再開する
通常，Robocopyはコピーに失敗した場合，ファイルの最初始まりからコピーを再開します。再開可能なコピーを要求する/Zスイッチ（または/ZBスイッチ）を指定することによって，このデフォルトの動作を変更することができます。/Zで，失敗したコピーは，ファイルの最初ではなく失敗したポイントから再開します。/ZBについての詳細は「NTFSセキュリティ情報をコピーする」を見てください。
Note /Z，/B，/ZBスイッチを使う場合，これらのオプションはオーバーヘッドを含んでいて，これはかなりパフォーマンスとスループットを低下させます。これらのオプションは，本当に必要なばあいにのみ使うべきです。
ファイルとディレクトリ名を指定する
一つ以上のスペースを含むディレクトリまたはファイル名またはパス名を指定する時は，ファイル名またはパス名を引用符で囲まなければなりません。
ROBOCOPY  “\\sales\reports\Fiscal 97” “C:\finance\Year End\sales” /XF “Budget 96*.*”

Noteコマンドラインでの全てのファイル名は他の引数とスペースで区切られている個々の引数として指定されなければならず，転送元や転送先のディレクトリパス名に追加されることはありません。そのような引数がコマンドラインにない場合は，デフォルトは全てのファイルになります。
デフォルトで，Robocopyはすべてのスイッチではないコマンドライン引数をファイル名，パスまたはワイルドカード文字とみなします。これらの名前はスイッチ引数と混ぜて書くことができますが，集めて書くとコマンドラインは読みやすくなります。コマンドラインは，左から右に解析されます。非スイッチ引数の意味はそれが/XF /XDの前か後ろかによって意味が変わります。通常，2つの非スイッチ引数がすべての/XF /XDスイッチの前になければなりません。これらは転送元と転送先のディレクトリのパス名と解釈されます。唯一の例外は，/NOSDか/NODDがテンプレートジョブファイルを定めるディレクトリプレースホールダーとして使われた場合です。詳細は「Robocopy ジョブファイル」を参照してください。転送元と転送先パス名の後，/XFか/XDに遭遇するまでのすべての非スイッチ引数は，コピーに含む候補をあらわすファイル名かワイルドカード文字（パスではない）とみなされます。
/XFスイッチは，それ以降，/XDまたは/IFスイッチが見つかるまで，コピーすることから除外するファイルであることを示すファイル名，パス，ワイルドカード文字だということを示しています。

/XDスイッチは，それ以降，/XFまたは/IFスイッチが見つかるまで，コピーすることから除外するディレクトリであることを示すファイル名，パス，ワイルドカード文字だということを示しています。

/IFスイッチは，それ以降，/XDまたは/XFスイッチが見つかるまで，コピーする候補であることを示すファイル名，パス，ワイルドカード文字だということを示しています。/IFスイッチはRobocopyジョブファイルの中で使用されることを想定していますが，コマンドラインで使うことも出来ます。

次の表はこれらに許可される値の微妙な違いを比較します。
	引数
	名前
	パス
	ワイルドカード

	転送元ディレクトリ
	Yes
	Yes
	No

	転送先ディレクトリ
	Yes
	Yes
	No

	含むファイル
	Yes
	No
	Yes

	除外するファイル
	Yes
	Yes
	Yes

	除外するディレクトリ
	Yes
	Yes
	Yes


次の例は，これらのスイッチの正しい使い方を示します。
ROBOCOPY c:\source d:\dest *.c* /XF *.cpp /S /XD bin c:\source\unwanted

Iこの例では，Rbobocopyはc:\sourceのルートからサブディレクトリbinとc:\source\unwantedを除いて再帰的にディレクトリツリーをコピーします。拡張子がcで始まりcpp以外の全てのファイルがコピーされます。
Robocopyファイルクラスを使う
ディレクトリ毎に，Robocopyは転送元と転送先ディレクトリ両方のファイルリストを造ります。このリストはコマンドラインでコピーするように指定されたファイルとマッチされます。Robocopyはリストを相互参照して，ファイルの存在を確認して，ファイルのタイムスタンプとサイズを比較します。プログラムは，以下のクラスのうちの1つに，それぞれの選ばれたファイルを分類します。
	ファイル
クラス
	
転送元に
	
転送先に
	タイム
スタンプ
	
サイズ
	
属性

	Lonely
	ある
	ない
	n/a
	n/a
	n/a

	Tweaked
	ある
	ある
	一致
	一致
	違う

	Same
	ある
	ある
	一致
	一致
	一致

	Changed
	ある
	ある
	一致
	違う
	n/a

	Newer
	ある
	ある
	元>先
	n/a
	n/a

	Older
	ある
	ある
	元<先
	n/a
	n/a

	Extra
	ない
	ある
	n/a
	n/a
	n/a

	Mismatched
	ある (ファイル)
	ある (ディレクトリ)
	n/a
	n/a
	n/a


デフォルトでは，Changed, Newer, Olderファイルはコピーする候補です。Sameファイルはコピーされません。Extra, Mismatchedのファイルやディレクトリはログで報告されるだけです。

通常，Tweakedファイルは分類されずコピーもされません。デフォルトではSameファイルとして分類されます。/ITスイッチが使われた場合に限り，SampeとTweakedファイルの区別がつけられTwakedファイルがコピーされます。

デフォルトの動作を変更するためには以下のスイッチを使います。

	スイッチ
	動作

	

	/XL
	Lonelyファイルとディレクトリを除外する

	/IT
	Tweakedファイルを含む

	/IS
	Sameファイルを含む

	/XC
	Changedファイルを除外する

	/XN
	Newerファイルを除外する

	/XO
	Olderファイルを除外する

	/XX 
	Extraファイルのレポートと処理をしない。


Note
転送元ファイルの現在のバージョンを転送先のツリーに含めるために，これらの引数を指定する必要はありません。ほとんどの状況ではRobocopyはデフォルトでこれらのファイルを含みます。
/XLスイッチは，同じ名前の対応するファイルがすでに転送先に存在する時だけ，ファイルを転送元ディレクトリツリーからコピーするように制限します。これは，転送元ツリーの選ばれたサブセットのコピーを維持するために便利なメカニズムを提供します。他のスイッチなしで/ISスイッチだけを使用すると，転送先ツリーの完全なリフレッシュを強制します。/ITスイッチを使用すると，Sameファイルのうち属性が変更されたものをコピーすることができます。

コピー操作の間，Robocopyは転送先のファイルのタイムスタンプを1980年1月にして，コピーが完了した時だけ，転送元ファイルのタイムスタンプに更新します。コピーの途中でRobocopyを終了させた場合，不完全にコピーされた転送先のファイルは，その対応する転送元ファイルより古いタイムスタンプになります。同じコピー操作を再開した場合，/XNを指定しない限り，RobocopyはこのファイルをNewerファイルとみなすので，中断されたコピーを完成させます。

/XOの最適な用途は，別々の地域で同時に更新されることができるように，2つのディレクトリツリーを同期させることです。最新のファイルが両方のディレクトリツリーで存在することを確実とするために，最初に1つの方向で，次に他の方向で/XOでコピーしてください。

あなたは，彼らのファイルのサイズまたはタイムスタンプに基づいてファイルを除外するために，スイッチを使用することができます。/MAX:nはnバイトより大きなファイルを除外します，そして，/MIN:nはnバイトより小さなファイルを除外します。

同様に，/MAXAGE:nはnより古い最後の修正された日付でファイルを除外し，/MINAGE:nはnより新しい最後の修正された日付でファイルを除外します，nは日（n<1900ならば）の時間スパンまたはYYYYMMDD形式（n = 1900ならば）の日付です。

同様に，「/MAXLAD:n」はnより古いアクセス日時でファイルを除外し，/MINLAD:nはnより新しいアクセス日時でファイルを除外します，nは日（n<1900ならば）の時間スパンまたはYYYYMMDD形式（n = 1900ならば）の日付です。

正確なタイムスタンプと長いファイル名を使う
転送元と転送先ともにNTFSパーティションであることが好ましいが，他のファイルシステム（HPFSやFATなど）へコピーするためにRobocopyを使うこともできます。しかし，タイムスタンプは丸め誤差のために不正確かもしれませんし，長いファイル名は保存されないかもしれません。
NTFSドライブでFATタイムスタンプを扱う
タイムスタンプの精度はNTFSは100ナノ秒でFATでは2秒なので，NTFSからFATへファイルをコピーする場合はファイル時間をFATファイルシステムが管理することができる値まで丸めます。
転送元と先の両方がNTFSとき，タイムスタンプは正確に比較されます。転送元あるいは転送先がNTFSボリュームでないとき，タイムスタンプの差が2秒以内ならば，Robocopyはファイル時間が同一であると考えます。この2秒のマージンがなければ，多くの変更されていないファイルをOlderまたはNewerファイルと分類して，不変のファイルを不必要にコピーします。時にはタイムスタンプに関するこの取扱いを変更する必要がある場合があります。NTFSツリーをFATボリュームへコピーすると思ってください，それから，FATツリー（タイムスタンプが丸められている）をローカルNTFSドライブへコピーしてください。後で，あなたが正確に最初のツリーを再現したいとき，あなたは全てのツリーをリフレッシュしたくありません。

このシナリオでは，/ISと/COPY:Tを一緒に使うことで，再びファイル自体をコピーすることなく，ファイルのタイムスタンプだけをコピーできます。/COPYに関する詳細は「選択的にファイルデータをコピーする」を参照してください。
サードパーティのオペレーティングシステムの中には，ボリュームがNTFSだと定義しているのに，FATスタイルの2秒の精度のタイムスタンプをインプリメントするだけであるものがあります。本当のNTFSボリュームからそのような転送先へコピーする場合，タイムスタンプの丸めが起こり，以降の仕事でファイルデータが不必要にコピーされることになるかもしれません。この状況に遭遇した場合は，たとえ転送元と転送先がNTFSであるように見えたとしても，/FFT（FAT Fileタイムズ）スイッチを使用して，タイムスタンプの差が2秒以内にならば，ファイル時間が同一であると考えるようにRobocopyに指示することができます。これは，このシナリオで不必要なコピーが発生することを防ぎます。
FATまたはHPFSボリュームで長いファイル名を扱う
転送先がFATまたはHPFSボリュームにある場合，長い名前や，拡張ユニコード文字を含む名前のファイルやディレクトリをコピーする問題を経験するかもしれません。これらの問題を解決するために，/FATスイッチを使用してください。このスイッチはシステムが生成した標準的な8.3のFATファイルシステムフォーマットで転送先のファイルを作成します。
ファイル属性の処理
デフォルトでは，コピーするファイルを選択するとき，Robocopyは大部分の転送元ファイルの属性（読出し専用，アーカイブ，システム，隠しファイル）を無視します。その属性に関係なく，他の指定にマッチしているファイルは全てコピーされます。あなたはこのデフォルトふるまいを変更するには，このセクションで記述されているコマンドラインスイッチを使用します。
属性に基づいてファイルを指定・除外する
IA:{R|A|S|H|C|N|E|T|O} スイッチは，指定された属性セットの一つ以上の属性を持つファイルだけをコピー対象に含みます。指定された属性セットのどれもがセットされていないファイルは，処理から除外されてコピーされません。
/IAはデータステージングアプリケーションで便利に使えます。を示しているデータに役立つことがありえます。たとえば，あなたは読み取り専用ファイルだけをテストWebサーバから，公開Webサーバへコピーするために/IA:Rを指定します。デベロッパーはテストサーバのファイルを編集したりテストしたりする間，読み取り専用属性をそのファイルから削除できます。読み取り専用属性が再びオンにされるまで，これらのファイルは公開サーバにコピーされません。
もう一つのスイッチ，/XA:{R|A|S|H|C|N|E|T|O}, は，指定された属性セットの一つ以上の属性を持つファイルをコピー対象から除外するのに使います。例えば，読み取り専用ファイルがコピーされるのを防ぐために/XA:Rを使います。同様に/XA:SHはシステム・隠しファイルを対象外にします。
/IA と /XAには，次のファイル属性の組み合わせを使うことが出来ます。
R
–
読み取り専用ファイル
A
–
アーカイブファイル
S
–
システムファイル
H
–
隠しファイル
C
–
圧縮ファイル
N
–
非インデックス対象ファイル
E
–
暗号化ファイル
T
–
テンポラリファイル
O
–
オフラインファイル
Note

同じコマンドラインで両方のスイッチが指定されている場合，Robocopyは/XAの前に/IAを処理します。 

/A と /M は転送元のファイルのうちアーカイブ属性があるファイルのみをコピーします。実行後，転送元ファイルのアーカイブ属性は，/Aの場合はセットされたままで，/Mの場合はオフに切り替えられます。
Note

テンポラリファイルは必要なくなった時点で，アプリケーションによって削除されます。システムに存在するということは普通は使用中だということですので，コピーしようとすると遅れが生じたりエラーが発生したりします。 

Note

オフラインファイルはオフラインのストレージに物理的に削除されました。そこで，それらをコピーしようとするとシステムがそれらを取り出そうとする間，ひどい遅れが発生するかもしれません。 

コピー後に属性を変更する
After a file has been successfully copied to the destination, the attributes of the destination file are set by default to match those of the source file. To modify this default behavior, you can use two other switches: ファイルが転送先へうまくコピーされたあと，デフォルトでは転送先のファイルの属性は転送元ファイルとマッチするようにセットされます。このデフォルトの動作を変更するのに，次の2つのスイッチを使用することができます。
/A+:{R|A|S|H|N|T}
属性をセットする。 

/A-:{R|A|S|H|N|T}
属性をリセット（オフ）にする。
例えば，/A+:A は（バックアップをより簡単にするために）転送先ファイルのアーカイブ属性をオンにします。/A-:RSH は，（見たり編集したりできるようにするため）転送先のファイルから読み取り専用，システム，隠しファイル属性を削除します。
新しくコピーされた転送先ファイルの属性処理の順番は次の通りです。

1.
転送元ファイルから転送先ファイルにコピーされます。

2.
/A+ で指定された属性をオンにします。

3.
/A- で指定された属性をオフにします。
A+ と /A- では次の属性の組み合わせが使用できます。
R
–
読み取り専用ファイル
A
–
アーカイブファイル
S
–
システムファイル
H
–
隠しファイル
N
–
非インデックス対象ファイル
T
–
テンポラリファイル
複製を維持する
転送先ディレクトリツリーが転送元のディレクトリツリーの正確なミラーとして維持されることを要求するなら，ファイルやディレクトリが転送元から削除されたときは，転送先からそれらを削除しなければなりません。これを実現するには /E と /PURGE の組み合わせを使うか，/MIR を使います。
The /PURGE は，すべての転送先のExitraとMismatchedのファイル・ディレクトリを削除します。Mismatched の転送先ファイルが削除されると，対応する転送元はLonelyとみなされてそれに従って処理されます。/PURGE の結果転送先のExtraとMismachedのディレクトリはその中のファイルやサブディレクトリ内容も含めツリー全体が削除されます。/S や /E が指定されていなくても削除されます。
Caution

/PURGE や /MIR を使うときは十分注意してください。既存の転送先ディレクトリに/PURGE や /MIR を不用意に指定すると，転送先から素早く大量のデータを削除してしまうことになります。
/PURGEを使った時に特定のディレクトリツリーやファイルが削除されることを防ぐには，/XD か /XF オプションを使って名前でそれらを除外します。/XD と /XF はすべての処理の前にファイルやディレクトリを除外します。
Note

XX はExtraファイルを後の処理から除外するので，/PURGE は /XX と一緒に使用されたときには意味を持ちません。
選択的にファイルデータをコピーする
コピーするファイルが選択されたなら，/COPY:copyflags コマンドライン引数を使ってファイルに関連するどんなデータをコピーするかを選択できます。copyflags は，次のフラグの組み合わせです。
 D
ファイルデータをコピーする
 A
ファイル属性
 T
ファイルタイムスタンプをコピーする
 S
セキュリティ情報(NTFSのACL)をコピーする。
 O
NTFSの所有権情報をコピーする。
 U
NTFSの監査情報をコピーする。
使いやすくするため，次のスイッチも提供されます。
 /COPYALL
すべての情報をコピーする。（/COPY:DATSOUと等価）
 /NOCOPY
なにもコピーしない。（/PURGE と一緒に使うと便利です）
 /SEC


copies データ，属性，セキュリティ情報をコピーする（/COPY:DATSと等価）
正しいアクセス権があればこれらのフラグの組み合わせが使用できます。しかし，ファイルデータがコピーされる場合はタイムスタンプもコピーされます。デフォルトでは，/COPY:DAT（データ，属性，タイムスタンプをコピーする）が指定されていると仮定します。
Note

/COPYALL や /COPY:U で監査情報をコピーするには，“Manage Audit Logs”特権 が必要です。 

ファイルデータをコピーせずに転送先にあるファイルやディレクトリのタイムスタンプを更新するには，/ISスイッチと/COPY:Tスイッチを一緒に使います。
NTFSのセキュリティ情報をコピーする
転送元と転送先ディレクトリがともにNTFSボリュームにあるならば，RobocopyでNTFSセキュリティ情報をコピーすることができます。一般的に転送先でもNTFSのACLを保つことために使われます。最初に転送先にファイルをコピーする時に，NTFSファイルの権限をコピーするには/SECスイッチを使います。それに加えてNTFSの所有権情報や監査情報もコピーする必要があるのなら，/COPYALLを使います。
Note

転送元あるいは転送先のボリュームがNTFSでない場合，セキュリティ情報をコピーする要請は無視されます。各々のファイルまたはディレクトリをコピーする際に，一回だけNTFSセキュリティ情報をコピーしようと試みます。
ファイルデータをコピーせずに転送先にあるファイルやディレクトリのセキュリティ情報を更新するには，/ISスイッチとDなしの/COPYスイッチを一緒に使います。例えば，/IS /COPY:SOUは，データをコピーせずに，選択された全ファイルの全セキュリティ情報をコピーします。

セキュリティ情報をコピーするとき，Robocopyがバナーを表示してから，引数をスクリーンに表示するまでの少々の遅れに気がつくかもしれません。プログラムが両端のNTFSファイルシステムについて調べているため，この遅れは起こります。転送元か転送先で十分なアクセス権がない場合は，NTFSファイルセキュリティ情報のコピーは失敗します。
アクセス権の詳細については，後の「ジョブのスケジューリング」を参照してください。
信頼関係がないとしても，あなたは別々のドメインにあるコンピュータ間でセキュリティ情報をコピーすることができます。しかし，これは転送先ディレクトリツリーに転送先のコンピュータが知らないセキュリティ情報を適用します。あなたが転送先でこの情報を見ると，ユーザーアカウントは「不明なアカウント」と表示されます。元のドメインのコンピュータにこれらの権限をコピーし戻したら，再び正しく解釈されます。
ファイルデータとともにNTFSセキュリティ情報（ACL）をコピーする場合，読み取り権限はあるが書き込み権限のないファイルをコピーすることはできます。そのようなファイルを一度コピーしたあとACLは適用されます，再びファイルをコピーしようとしたとき，「アクセス拒否されました」エラーが発生します。
この状況では，バックアップモードでコピーするために， /B または /ZB スイッチを使います。
/B は全てのファイルをバックアップモードでコピーします。/ZB スイッチは，（より強い復元力のために）再起動可能モードでコピーしようとします。そして「アクセスが拒否されました」エラーでコピーが失敗した場合には，自動的にバックアップモードに切り替わります。
Note

/B or /ZBを使ってバックアップモードでファイルをコピーするには， “Backup Files and Restore Files”権限が必要です。 

Note

バックアップモードでのコピーは再起動可能ではありませんが，それによって，通常ユーザとしてコピーできないファイルを”Backup Operator”としてコピーできます。
Note

/Z，/B，/ZBスイッチを使う場合，これらのオプションはオーバーヘッドを含んでいて，これはかなりパフォーマンスとスループットを低下させます。これらのオプションは，本当に必要なばあいにのみ使うべきです。
ファイルを移動する
状況によっては，特にディスク領域がネットワークにおいて貴重品であるような場合，ファイルをコピーするのではなく移動したい場合があります。ファイルが転送先へコピーされたあと，転送元ディレクトリツリーからファイルを削除するには，/MOVEを使います。/MOVEは，転送元ディレクトリツリーから空のディレクトリも削除します。

/MOVEが指定されていたとしても，コピーが成功したものの元ファイルだけを削除します。続きのコピーが成功するまで，（たとえファイル時間とサイズが同一であるとしても）スキップされた元ファイルがその対応する転送先のファイルと同一であるという保証がありません。そういったわけで，/MOVEを指定しているのに，いくつかのファイルとディレクトリ（例えばスキップされたSameファイル）が転送元ツリーに残っているかもしれません。残りのエントリを削除するべきかどうか決めて，手作業で削除しなければなりません。
Note

ファイルを移動するが転送元のディレクトリツリー構造をそのまま保存するには，/MOVEのかわりに/MOVを使います。 

ディレクトリの断片化を最小限にする
初めてディレクトリツリーをコピーするとき，個々のディレクトリに含まれるファイルはディレクトリがつくられてその中にコピーされます。各々のファイルのディレクトリエントリは最初に作られ，その後ファイルデータがコピーされます。
ツリーに大きなディレクトリを含む場合，このシーケンスはディレクトリ構造の断片化を引き起こす可能性があります。ディレクトリが拡大してディスク領域が割り当てられるとき，新しいディレクトリの領域は大量のファイルデータによって残りのディレクトリから切り離されてしまいます。それによってかなり以後のファイルシステムパフォーマンスが悪くなります。
初めて大きなツリーをコピーするときディレクトリ断片化を最小にするには，/CREATEスイッチを使用してください。/CREATEが指定されると，実際のファイルのためのプレースホールダーとしてディレクトリツリーと0バイトのファイルだけを作成します。ファイルデータはコピーされません。/CREATEを指定したコマンドの直後に，ファイルデータを転送先へコピーするために/CREATEなしでもう一度同じ命令を走らせてください。

ディレクトリツリーを事前に作成して，それからファイルデータをコピーするのは，ディレクトリツリーのファイルを単にコピーするより時間がかかるので，デフォルトでは/CREATEを使いません。 

Note

このテクニックを使うときには，/XOを使わないでください。なぜなら最初の/CREATEで作成される0バイトのファイルは二度目の実行の際には，”Older”ファイルであると分類されてしまうからです。
Robocopy ジョブファイル
利用できるコマンドラインオプションはかなりの数がありますので，簡単に長すぎて扱いにくいコマンドラインになってしまいがちです。ジョブファイルを使うことで，この問題を大いに単純化することができます。
ジョブファイルは，1行に1つのパラメータを記述した単純なテキストファイルです。テキストエディタを使って作成したり参照したり編集したりできます。または，より簡単に，Robocopy自体でつくることもできます。
ジョブファイルを扱うときの3つの基本的スイッチがあります。

/SAVE:job は現在のパラメータのセットをファイルに保存します。

/JOB:job は，ファイルからパラメータを読み込みます。

/QUIT コマンドラインの処理が終わったらRobocopyを終了します。
Note

Both /SAVE と /JOB はファイル拡張子が.RCJであると期待し，拡張子がない場合は指定されたファイル名に拡張子.RCJを追加します。
例えば，転送元ファイルをコピーする際に次のようにコマンドを使います。 

ROBOCOPY C:\SRC D:\SRC /E *.C* *.H*

このコマンドをジョブファイルに保存するためには次のようにします。
ROBOCOPY C:\SRC D:\SRC /E *.C* *.H* /SAVE:SBACKUP

これは，/SAVEスイッチの前に指定したすべてのRobocopyパラメータを記録するSBACKUP.RCJという名前のジョブファイルをカレントディレクトリに作ります。
Note

コマンドラインで/SAVE を見つけるとすぐに実行されるので，/SAVE以降に記述されている引数は保存されません。
Note

/SAVE 対象ファイルがすでに存在していても警告無しに上書きします。新しいジョブファイルを作成するために/SAVEを使うときには既存のファイルに上書きしないよう注意してください。
保存したジョブファイルを後日実行する場合は，同じカレントディレクトリならば次のように記述します。
ROBOCOPY /JOB:SBACKUP

実は，ジョブファイルをつくるために上記のコマンドを実行するのは最善ではないかもしれません。Robocopyは/SAVEを処理してジョブファイルを作成した後に，与えられたパラメータでコピーを実行します。
処理を実行することなく単にジョブファイルをつくるには，次のように/QUITスイッチを使います。
ROBOCOPY C:\SRC D:\SRC /E *.C* *.H* /SAVE:SBACKUP /QUIT
.RCJファイルの内容をそのまま見るには，テキストエディタに読み込むか（例えばNOTEPAD SBACKUP.RCJを実行）コンソールウィンドウに表示（例えばTEPAD SBACKUP.RCJを実行）します。
あるいは，次のようにすればより簡単に内容を見ることができます。
ROBOCOPY /JOB:SBACKUP /QUIT

この場合Robocopyはファイルをロードし表示して処理を終了します。
ジョブファイルを編集するには，次のように /JOB /SAVE /QUIT の3つのスイッチを一緒につかいます。
ROBOCOPY /JOB:SBACKUP /XF *.HLP /SAVE:SBACKUP /QUIT
これはジョブファイルをロードして，.HLPファイルを処理から除外するパラメータを追加して，ファイルに保存します。
あるいは，テキストエディタを使ってジョブファイルを編集できます。ジョブファイルのフォーマットは簡単です。1行に一つのパラメータを記述します。パラメータがコロンを含んでいる時も，一つのパラメータとしてカウントされ，コロンの前後にスペースをつけずに1行に記述しなければなりません。

先頭のスペースは無視されます。同様に，二つのコロン（::）の後のテキストはコメントと見なされ無視されます。フォーマットの詳細を調べるには，Robocopyが生成した.RCJファイルを見てください。
コマンドラインで複数のジョブファイルを指定できます。例えば，コピーから除外するファイルリストが膨大なことがあるとします。そんな場合はエディタで次のようなテキストファイルを作成します。

/XF



file1



file2



file3



...
これをEXCLUDE.RCJのように拡張子.RCJで保存したら，次のように他のジョブファイルと一緒に使うことが出来ます。

ROBOCOPY /JOB:SBACKUP /JOB:EXCLUDE
Note

複数のジョブファイルが使われるとき，その内容は累積されます。たとえば，あるジョブが/XA:Rを指定していて，もう一つの/XA:SHを指定しているジョブと一緒に使われたら結果は/XA:RSHになります。また，一緒に使う全てのジョブファイルの中では，転送元ディレクトリと転送先ディレクトリはそれぞれ一つだけ指定されているようにしなければなりません。
似かよったコピー処理のテンプレートとして使うジョブファイルをつくると便利ですし，そのために転送元ディレクトリや転送先ディレクトリの一方あるいは両方を指定しないジョブファイルを保存しておくことは有益です。もちろん，実行時にディレクトリが指定されない限り，そのようなジョブファイルは単独で動作することはできません。
例えば

ROBOCOPY *.c* *.h* /SAVE:SBACKUP /QUIT
これでC言語のソースファイルをバックアップするテンプレートジョブファイルSBACKUP.RCJをつくります。 

後に異なるプロジェクトのバックアップを取るためにこのテンプレートを使うには，次のようにします。 


ROBOCOPY /JOB:SBACKUP C:\PROJECTS\PROG1 D:\PROJECTS\PROG1

ROBOCOPY /JOB:SBACKUP C:\PROJECTS\PROG2 D:\PROJECTS\PROG2
しかし，バックアップに含めたいファイルのリストに（*.c*のようなワイルドカードではなく）MAKEFILEのような特定のファイル名がある場合は，このアプローチではうまくいきません。その場合，次のようにテンプレートジョブを作成しようと思うかもしれません。


ROBOCOPY *.c* *.h* MAKEFILE /SAVE:SBACKUP /QUIT

ここの問題はスイッチでもなくワイルドカードでもない引数の最初の3つを，それぞれ，転送元パス名，転送先パス名，コピーに含めるファイル名の一つ目であるとみなすということです。したがってこの場合のMAKEFILEは，コピーに含めるファイル名とはみなされず，転送元パス名であるとみなされます。
この問題を解決するために転送元パス名と転送先パス名の代わりに/NOSDと/NSDDスイッチを使います。前の例では転送元パス名が指定されていないことを示す/NOSD スイッチと，転送先パス名が指定されていないことを示す/NODD スイッチを次のように指定しなければなりません。

ROBOCOPY /NOSD /NODD *.c* *.h* MAKEFILE /SAVE:SBACKUP /QUIT

コピーするためには転送元と転送先は必ず指定されなければなりません。/NOSD や /NODD はテンプレートジョブファイルの中でしか使われません。しかし，コマンドラインで複数のジョブファイルが利用できるので，テンプレートジョブファイルはパワフルなツールたり得ます。
前出のC言語ソースファイルをバックアップする例を拡張して，ファイルセクションオプションを指定して，特定のソースコードプロジェクトのためのジョブを指定しているテンプレートジョブを作成することができます。

ROBOCOPY /NOSD /NODD *.c* *.h* MAKEFILE      /SAVE:SB /QUIT


ROBOCOPY C:\PROJECTS\PROG1 D:\PROJECTS\PROG1 /SAVE:P1 /QUIT

ROBOCOPY C:\PROJECTS\PROG2 D:\PROJECTS\PROG2 /SAVE:P2 /QUIT


Etc…

このようなジョブの構成で，次のような簡潔なコマンドを使って簡単に確実にプロジェクトをバックアップすることができます。

ROBOCOPY /JOB:SB /JOB:P1

ROBOCOPY /JOB:SB /JOB:P2


Etc…
これはちょうど単純で簡単な例によるジョブファイルの紹介ですが，その柔軟性と自由度によって，大きくて複雑なジョブを作成できて管理も簡単です。
Robocopy ジョブのスケジューリング
リモートのディレクトリツリーのローカルにある複製を維持するためにバックグラウンドで定期的に，自動的に走るジョブ作成することができます。Windows 2000においては，ATコマンドを使用するか，スケジュールサービスでSOONコマンドをを使います。（SOON命令は，近未来コマンドスケジューラと呼ばれるWindows 2000リソースキットのツールであるSoon.exeを実行します）

スケジュールサービスは，デフォルトではローカルシステムアカウントでログインします。ローカルシステムアカウントはネットワークアクセスをしません。スケジュールジョブは，スケジュールサービスと同じ状況(context)で動作します。スケジュールされたジョブを走らせるには，ネットワークドライブにつながらなければなりません。そして，それはさらに若干の設定を必要とします。以下のセクションは，これを達成する2つの方法を記載します。
ローカルシステムアカウントを使う
スケジュールサービスをローカルシステムアカウントの状況で動作しているままにしておくことができます。次のコマンドを使ったバッチファイルをスケジューリングすることができます。

NET USE \\remoteserver\IPC$ /USER:userid password


ROBOCOPY \\remoteserver\sourcepath \\localserver\destpath ...


NET USE \\remoteserver\IPC$ /DEL

各々の仕事の範囲内で，遠隔サーバの認証は，ローカルシステムアカウントではなく適切なユーザーアカウントを使ってリモートコンピュータのIPC$（Interprocess Communication）共有に接続することによって承認されます。このアプローチの欠点はバッチファイルにユーザのパスワードが保存される点です。しかしバッチファイルをNTFSボリュームに保存し，バッチファイルに適切なNTFS権限を設定すればパスワードをプロテクトすることができます。
ユーザーアカウントトを使う
特定のユーザーアカウントでログオンするようにスケジュールサービスを構成することができます。そのユーザーアカウントに転送元と転送先のサーバへの適切なアクセスがあれば，それらの間でファイルをコピーするジョブをスケジューリングすることができます。
スケジュールサービスが特定のユーザーアカウントでログオンするように設定するには

1.
コントロールパネルのサービスを開き，Task Schedulerのプロパティを開きます。

2.
スタートアップの種類の自動または手動にします。

3.
ログオンタブでアカウントを選択して，アカウント名とパスワードを入力します。
Tip

ドライブ名のマッピングはユーザが変更できるので，信頼性のためスケジュールジョブではUNCで転送元や転送先のディレクトリを指定する方が良いでしょう。
ROBOCOPY \\server1\share1\source  \\server2\share2\dest …

Note

 AT コマンドやスケジュールサービスについての解説は，Windows 2000のオンラインヘルプにあります。The SOON コマンドの解説はWindows 2000 リソースキットにあります。
ディレクトリツリーのモニタリング
/MON：nと/MOT：mスイッチを使用して，転送元ディレクトリツリーの変化をモニタすることができ，変化が起こるたびにファイルをコピーします。/MON：nスイッチは，再び実行する前に起こらなければならない最小限の変更の数を指定します。/MOT：mスイッチは最小限の間隔を分で指定します。その時間が経過しなければ再実行されません。

これらのスイッチのうちの1つだけ指定した場合は，もう一方には1の値を指定したことになります。

モニタリングが指定された場合には，Robocopyは決して終了しません。その代わりに，n回の変更が見つけられm分が経過したら通常のRobocopyパスを実行して，それから転送元ディレクトリツリーの変化をモニタするループに入ります。両方の条件が満たされるとき，もう一つのRobocopyパスは始まります。ユーザが手でRobocopyプロセスを終了するまで，無限に，コピーして，モニタするこの全部のプロセスは繰り返されます。

最低限Robocopyは転送元ディレクトリツリーのファイルやディレクトリの名前，サイズ，最終更新日の変更をモニタします。属性がコピーされることになっているならば，Robocopyはツリーの属性の変化もモニタします。同様に，セキュリティ情報がコピーされることになっているならば，Robocopyはツリーのセキュリティの変化もモニタします。

従って，あるユーザが一つの新しいファイルの編集をして保存した場合，いろいろなタイプの複数の変更がRobocopyに報告される原因になるかもしれません。したがって，特に変更が頻繁なツリーの場合は/MONや/MOTに設定する適当なしきい値を決定するために，実験が必要かもしれません。
帯域幅使用法をコントロールする
/RH:hhmm-hhmm sスイッチは，Robocopyの実行時間帯を指定します。これによりコピー作業を開始できる時間帯を設定します。この時間帯以外ではコピー作業は始まらずスリープしたまま再開時間が来るのを待ちます。
ここで指定する両方の時刻は，24時間表示で0000から2359までの4文字の数字でなければなりません。また，新しいジョブを開始できるようにするため両者の間隔は2分以上なければなりません。
例えば /RH:2200-0600 は，ローカルシステム時間が午後10時から午前6時の間のとき，コピーを開始することができると指定します。(もしくは正確には，午後10時ちょうどから午前6時00分59秒までの間は，新しいコピーを開始できるかどうか判断するために，Robocopyはローカルシステム時間を参照するということです)
デフォルトではそれぞれの処理を開始する時（最初のコピーを開始する前）に，実行時間帯であるかをチェックします。実行時間帯のチェックを，個々のファイルコピーごとに実行するためには，/PFスイッチを使います。
実際に一旦コピーが始まったら，常に完了するまで実行されます，ですのでコピー処理が実行時間帯の時間枠の最後の方で開始された場合は，実行時間帯の終わりをすぎても完了しないことがあり得ます。ニーズによって適当な終了時間を決定するために実験が必要かもしれません。
よくある使用法は，ネットワーク帯域幅をRobocopyが使用しないようにして，日中に使用しているユーザのネットワークパフォーマンスを向上させるために，/RHでコピー処理の時間帯を営業時間帯の外にすることです（例/RH:2200-0600）。これは，たとえば非常に大きな木を処理するような，特に時間のかかるジョブやモニタリングジョブに役立ちます。
また，後でジョブを開始させるために/RHを使うこともできます。例えば仕事を終えて家に帰る直前にコマンドプロンプトから/RH:1900-1901と指定してRobocopyを実行できます。そうすると7時にコピーが開始されて夜通し実行されます。

非常に遅い回線での重いタスクを実行すると，利用可能なネットワーク帯域幅のかなりのパーセンテージを消費してしまって，ネットワークパフォーマンスに深刻な影響を与えることがあります。そのようなケースでは，/IPG：nを使ってインターパケットギャップをnミリ秒に設定することができます。
通常ファイルは64KBのパケットでコピーされ，パケットを受信した後に次のリクエストを送信する間にディレイは入りません。/IPGが使われると指定された時間だけ，次のパケットを要求するのを待ちます。それによりネットワークの帯域幅を解放します。ここでも，/IPGの適当な値を決定するための実験が必要かもしれません。
ログを出力する
実行中，Robocopyはログを出力します。ログファイルは，ジョブに使用されたコマンドライン引数を詳述するジョブヘッダや，ジョブの間処理されるファイルとディレクトリのリストや，コピーされた合計を示すジョブサマリなどから成ります。デフォルトではログはコマンドプロンプトに出力されます。この出力は，標準のコマンドライン演算子（>や>>）や，次のコマンドラインオプションを使うことでファイルにリダイレクトできます。
(
/LOG:file 出力を指定したファイルにリダイレクトします。ファイルが既に存在する場合は上書きされます。
(
/LOG+:file出力を指定したファイルにリダイレクトします。ファイルが既に存在する場合はそれに追加されます。
上記のオプションのどちからと一緒に/TEEを指定できます。これによりログをコマンドプロンプト（画面で進捗を確認するため）と指定されたファイル（ジョブの内容を記録するため）の両方に出力できます。
エラーやリトライのレポートを除いて，一つの転送元ファイル，ディレクトリ毎に1行のログを出力します。ディレクトリの行にはコピー指定されたディレクトリのファイルの数とディレクトリのフルパスを示します。ファイルの行は，ファイルの名前，ファイルのサイズとファイルになされたことを示します。
転送先にMismatchedあるいはExtraのファイルやディレクトリがあった場合にも1行出力されます。Extraファイルの行はそのファイルのフルパス名を含みます。
デフォルトでは，コマンドラインでコピーするように指定されているファイルにマッチするものだけがExtraファイルとしてレポートされます。ほとんどの場合，これは効率的です。たとえば，CPPファイルをリフレッシュするとき，多分転送先のTXTファイルに関する情報は必要ないでしょう。タイプに関係なく，転送先のすべてのExtraファイルのリストが欲しい場合は，/Xスイッチを使います。
スキップされたファイルは出力されません。スキップされたファイルも含めて，コマンドラインでコピーするように指定されたすべてのファイルの冗長なリストを出力するためには，/Vスイッチを使います。
Robocopyは，デフォルトでコピー進歩情報（% copiedという表示）を表示します。/NPスイッチを使って，進歩情報を表示しないようにできます。出力をファイルにリダイレクトするときに役立ちます。
各々のファイルコピーのスタート時間と，前のコピーのスループットに基づいて推定されたコピー完了時間を表示するには/ETAスイッチを使用します。時間はHH:MM  – > HH:MM（開始 -> 終了）形式で表示されます。

最後に，実際にファイルをコピーせずにコピーされるリストだけを得るには，/Lスイッチを使います。
ログ出力のデフォルトの内容は次のコマンドラインスイッチで変更できます。
 /TS すべての処理されたファイルのタイムスタンプを表示します。
 /FP 単なるファイル名の代わりにフルパス名を出力します。
 /NS (No Sizes) ファイルサイズの出力を抑制します。
 /NC (No Classes) ファイルクラスを表すタグ(後述)の出力を抑制します。
 /NDL (No Directory List) ディレクトリリストの出力を抑制します。/NDLが使われると問題があった場合に特定できるように，処理されたファイルのファイル名はフルパスで出力されます。そのため/NDLを使った方がログファイルのサイズが増えることがある点に注意してください。/NDLが指定されていても/PURGE（/Lが指定されていない場合や，/PURGEと/Lが両方指定された場合）で削除されたディレクトリは常に記録されます。
 /NFL (No File List) 処理されたファイルの出力を抑制します。/NFLが指定されていてもコピーエラーは出力されますので，問題があったら特定できます。/NFLが指定されていても/PURGE（/Lが指定されていない場合や，/PURGEと/Lが両方指定された場合）で削除されたファイルは常に記録されます。 

 /NJH (No Job Header) ジョブヘッダの出力を抑制します。
 /NJS (No Job Summary) ジョブサマリの出力を抑制します。
これらのスイッチの組み合わせは，ログに関してちょっとした柔軟性を与えます。例えば，実行中に処理されたファイルのフルパス名だけを表示させるには/NDL /NC /NS を使います。また，処理のサマリだけを表示するには/NDL /NFLを使います。

テキストタグ
出力ログの各行は簡潔なテキストタグで始まります。そして，それは以下の規則に従ってフォーマットされます：
(
すべてが大文字のものは調査が必要な例外であることを示します。
(
最初だけが大文字のものはコピーするファイルであることを示します。
(
すべて小文字のものは，スキップされたファイルであることを示します。（/Vスイッチが使われたときだけ表示されます）
コピーしたことを示すテキストタグは左よせです。スキップすることを示すタグは右寄せです。例外を示すタグは，他のタグの後に左よせで表示します。エラーメッセージは常に最初のコラムから始まります。この取り決めは冗長なリストに目を通す仕事を単純化して，新しいダウンロード，例外，ネットワークエラーを特定することをより容易にします。

ほとんどファイルがコピーされない場合は，出力ログの左マージンは大部分は空白です。コピーされたファイルと例外は，出力ログの左マージンが空白ではないエントリで，簡単に見つかります。
ファイルのタグ
つぎの表はファイルに用いるタグのリストです。
	ファイルタグ 
	意味

	*MISMATCH
	転送元ファイルは，同じ名前の転送先ディレクトリと一致します。転送元ファイルはスキップされ，転送先ツリーは掃除が推奨されます。

	*EXTRA File
	ファイルは転送先には存在するが転送元に存在しません（Extraファイルです）。転送先の掃除が必要かもしれません。

	New File
	ファイルは転送元には存在するが転送先に存在しません（Lonelyファイルです）。このファイルはコピーされました。このファイルをスキップするには/XLを使います。

	lonely
	ファイルは転送元には存在するが転送先に存在しません（Lonelyファイルです）。このファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/XLを外します。

	Newer
	転送元のファイルのタイムスタンプは転送先のものよりも後です。ファイルはコピーされました。このファイルをスキップするには/XNを使います。

	newer
	転送元のファイルのタイムスタンプは転送先のものよりも後です。ファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/XNを外します。

	Older
	転送元のファイルのタイムスタンプは転送先のものよりも前です。ファイルはコピーされました。このファイルをスキップするには/XOを使います。

	older
	転送元のファイルのタイムスタンプは転送先のものよりも前です。ファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/XOを外します。

	Changed
	転送元と転送先のファイルのタイムスタンプは同一ですが，ファイルのサイズが違います。このファイルはコピーされました。このファイルをスキップするには/XCを使います。

	changed
	転送元と転送先のファイルのタイムスタンプは同一ですが，ファイルのサイズが違います。このファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/XCを外します。

	Tweaked
	転送元と転送先のファイルのタイムスタンプとサイズは同一ですが，属性が違います。このファイルは/ITが指定されていたのでコピーされました。このファイルをスキップするには/ITを外します。

	Same
	転送元と転送先のファイルのタイムスタンプとサイズは同一です。このファイルはコピーされました。このファイルをスキップするには/ISを外します。

	same
	転送元と転送先のファイルのタイムスタンプとサイズは同一です。このファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/ISを外します。

	attrib
	転送元ファイルの属性が/XAで指定された属性の少なくとも一つにマッチしました。このファイルはスキップされました。このファイルをコピーするには/XAスイッチを変更するか外します。

	named
	/XFスイッチに続いて指定されたので，このファイルはスキップされました。このファイルを処理するには/XFに続く引数を修正します。

	large
	/MAX:nで指定されたバイト数よりも大きかったため，このファイルはスキップされました。このファイルを処理するにはnの値を増やしてください。

	small
	/MIN:nで指定されたバイト数よりも小さかったため，このファイルはスキップされました。このファイルを処理するにはnの値を減らしてください。

	too old
	/MAXAGE:n または /MAXLAD:n で定義された日付より古かったため，このファイルはスキップされました。このファイルを処理するにはnの値をより前の日付を指定してください。

	too new
	/MINAGE:n または /MINLAD:n で定義された日付より新しかったため，このファイルはスキップされました。このファイルを処理するにはnの値をより最近の日付を指定してください。


ディレクトリのタグ
つぎの表はディレクトリに用いるタグのリストです。
	ディレクトリタグ
	意味

	(空白)
	普通のディレクトリ

	MISMATCH
	転送元のこのディレクトリは同じ名前の転送先のファイルと一致して，処理できません。転送先の掃除をお勧めします。

	EXTRA Dir
	このディレクトリは転送先に存在しますが転送元には存在しません（Extraディレクトリです）。転送先ツリーの掃除が必要かもしれません。

	lonely
	このディレクトリは転送元に存在しますが転送先には存在しません（Lonelyディレクトリです）。このディレクトリはスキップされました。このディレクトリを処理するには，/XLを外してください。

	named
	/XDスイッチに続いて指定されたので，このディレクトリはスキップされました。このディレクトリを処理するには/XDに続く引数を修正します。

	junction
	このエントリはジャンクションです，/XJスイッチが指定されていますので，処理をスキップします。このジャンクションを処理してディレクトリとしてコピーするには/XJオプションを外してください。


ジョブサマリ
/NJSスイッチ（No Job Summary）を指定していなければ，Robocopyが終了する前にコマンドプロンプト（あるいはリダイレクトされたファイル）に処理概要を表示します。この出力は，次のフォーマットで処理されたデータ量を表示します。
	

	
	Total
	Copied
	Skipped
	Mismatch
	FAILED
	Extras

	Dirs:
	13
	0
	13
	0
	0
	1

	Files:
	157
	2
	155
	0
	0
	3

	Bytes:
	33.73 m
	691.5 k
	33.05 m
	0
	0
	162

	Times:
	0:01:33
	0:01:04
	
	
	0:00:00
	0:00:29

	Speed:
	
	10952 bps
	
	
	
	

	Speed:
	
	0.626 mb/min
	
	
	
	


サマリの最初のコラムは処理されたファイルとディレクトリの総数，コピーするように指定されたファイル名にマッチしている転送元ファイルのトータルサイズと実行に要した時間を示します。残りのコラムはトータルの内訳を提供します。各コラムは次の表の通りです。
	コラム
	提供される情報

	Copied
	作成されたディレクトリとコピーされたファイルの数

	Skipped
	処理されたが作成されなかったディレクトリとスキップされたファイルの数

	Mismatch
	Mismatchなファイルとディレクトリの数

	FAILED
	リトライ上限内でうまく処理されなかったアイテムの数

	Extras
	転送先に存在して転送元に存在しないアイテムの数


“Times”の行には以下の表に記述されているような実行時間の情報を提供します。時間はHH:MM:SSのフォーマットで表示されます。
	コラム
	提供される情報

	Copied
	ファイルコピーに費やした時間 （リトライでの待機時間は含みません）

	FAILED
	処理に失敗してからリトライするまでの待機時間

	Extra
	ディレクトリのスキャンや他の処理の実行に費やした時間


Note

FAILED コラムの時間が長い場合は通常ネットワークに問題があるということです。
最後に，ファイルがコピーされるならば，”Speed”の行はスループット情報（コピーされたデータ量をコピーに費やされた時間で割って計算されます）を示します。同じデータが二回表示されます，最初はバイト／秒（bps）で二つ目がメガバイト／分（mb/min）です。
戻り値
Robocopyの戻り値は次のように定義されたビットマップです。
	16進
	10進
	セットされている場合の意味

	0x10
	16
	重大なエラー。Robocopyは，ファイルをひとつもコピーしませんでした。これは，使用法の間違いか転送元または転送先ディレクトリへのアクセス権が不十分なために発生するエラーです。

	0x08
	8
	いくつかのファイルまたはディレクトリがコピーできませんでした（コピーエラーが発生し，リトライ上限を上回りました）。以降のエラーをチェックしてください。

	0x04
	4
	いくつかMismatchedファイルまたはディレクトリがみつかりました。ログを調べてください。多分掃除が必要です。

	0x02
	2
	いくつかのExtraファイルまたはディレクトリがみつかりました。出力ログを調べてください。掃除が必要かもしれません。

	0x01
	1
	一つ以上のファイルが，うまくコピーされました（つまり新しいファイルは転送先に届きました）。

	0x00
	0
	エラーは発生せず，コピーもされませんでした。転送元と転送先ディレクトリツリーは，完全に同期しています。


次のようにすると，バッチファイルでこの情報を使って最も深刻な例外を報告できます。
if errorlevel 16 echo ***FATAL ERROR***  & goto end

if errorlevel 8  echo **FAILED COPIES**  & goto end

if errorlevel 4  echo *MISMATCHES*       & goto end

if errorlevel 2  echo EXTRA FILES        & goto end

if errorlevel 1  echo Copy successful    & goto end

if errorlevel 0  echo --no change--      & goto end

:end

あるいは，次のようにするとリターンコードの完全な詳細を報告できます。
if errorlevel 16  echo  ***FATAL ERROR***  & goto end

if errorlevel 15  echo FAIL MISM XTRA COPY & goto end

if errorlevel 14  echo FAIL MISM XTRA      & goto end

if errorlevel 13  echo FAIL MISM      COPY & goto end

if errorlevel 12  echo FAIL MISM           & goto end

if errorlevel 11  echo FAIL      XTRA COPY & goto end

if errorlevel 10  echo FAIL      XTRA      & goto end

if errorlevel  9  echo FAIL           COPY & goto end

if errorlevel  8  echo FAIL                & goto end

if errorlevel  7  echo      MISM XTRA COPY & goto end

if errorlevel  6  echo      MISM XTRA      & goto end

if errorlevel  5  echo      MISM      COPY & goto end

if errorlevel  4  echo      MISM           & goto end

if errorlevel  3  echo           XTRA COPY & goto end

if errorlevel  2  echo           XTRA      & goto end

if errorlevel  1  echo                COPY & goto end

if errorlevel  0  echo    --no change--    & goto end

:end

フィードバック
このツールに関する質問またはフィードバックはrkinput@microsoft.com.に連絡してください。Robocopyの使用時に発生した問題を報告する場合は，以下の情報を提供してください。
(
バージョン番号
(
すべてのコンピュータのOSとサービスパック情報
(
ファイルシステム
(
Robocopyのコマンドラインまたはバッチファイル
(
出力ログ
(
ディレクトリリスト
(
ドクターワトソンのログ（アプリケーションエラーの場合）
(
Robocopyの実行方法（コマンドプロンプトから，スケジュールサービスを使ってなど）
(
ユーザーアカウントの情報
© 1985 – 2003 Microsoft Corporation. All rights reserved.

